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月
の
Ｔ
Ｇ
十
五
日
会
案
内

１０

　
　

月　

日
�
正
午
か
ら
同
窓
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

１０

１５

　

講
話
は
、
北
上
電
設
工
業
�
社
長
�
橋
悌
二
郎
氏

に
よ
る
「
私
が
新
事
業
を
立
ち
上
げ
た
理
由
」

○
訃　

報

小
田
桐　

豊
殿
（
昭　

文
経
卒
）

２９

５
月　

日
、
永
眠
さ
れ
た
。

２６

遺
族　

神
奈
川
県
逗
子
市
小
坪

　
　
　
　
　
　

六
丁
目
九
―
一
五

　
　
　
　
　
　
　

小
田
桐
妙
子
様

高
橋　
　

航
殿
（
平　

経
商
卒
）

１３

５
月　

日
、
永
眠
さ
れ
た
。

２７

遺
族　

仙
台
市
青
葉
区
昭
和
町

　
　
　
　
　
　

五
―
一
八

米

沢

支

部

涌

谷

支

部

大

学

演

劇

部

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
総
会

日
時　
　

月　

日
（
金
）

１１

１４

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
３０

場
所　

東
北
学
院
同
窓
会
館

　

�
０
２
２
―
２
２
７
―
９

　
　

５
２
１

会
費　

７,
０
０
０
円

連
絡
先　

本
田　

　

�
０
２
２
―
２
４
２
―
０

　
　

３
７
０

　

東
北
学
院
同
窓
会
米
沢
支
部
総

会
な
ら
び
に
支
部
設
立
四
十
周
年

記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
が
、
六
月

七
日
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
米
沢
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　

記
念
講
演
は
、
蕎
麦
打
ち
で
全

国
的
に
著
名
な
母
校
教
養
学
部
教

授
の
石
川
文
康
先
生
を
お
招
き
し
、

「
そ
ば
打
ち
は
楽
し
」
と
題
し
て

蕎
麦
お
よ
び
蕎
麦
打
ち
の
効
用
に

つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

米
沢
は
全
国
的
に
も
蕎
麦
で
有

名
で
、
石
川
先
生
は
蕎
麦
三
枚
を

市
内
で
食
さ
れ
、
ご
講
演
に
臨
ま

れ
た
と
の
こ
と
。
手
打
ち
蕎
麦
は

手
で
こ
ね
る
か
ら
で
は
な
く
包
丁

を
入
れ
る
こ
と
、
蕎
麦
打
ち
は
調

理
で
は
な
い
、
包
丁
は
工
具
で
あ

る
な
ど
、
聴
講
者
一
同
、
蕎
麦
哲

学
に
酔
っ
た
一
時
だ
っ
た
。

　

総
会
は
二
十
八
人
の
会
員
出
席

の
も
と
、
す
べ
て
の
議
案
を
満
場

一
致
で
可
決
し
、
役
員
改
選
で
は

三
十
九
年
の
長
き
に
わ
た
り
支
部

発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の

度
支
部
長
を
ご
勇
退
さ
れ
た
太
田

嘉
雄
氏
（
昭　

英
文
卒
）
の
後
任

２６

に
長
俊
太
郎
氏
（
昭　

工
機
卒
）

４３

を
選
任
し
た
。

　

続
い
て
設
立
四
十
周
年
記
念
祝

賀
会
に
移
り
、
母
校
か
ら
笹
原
先

生
、
香
坂
先
生
、
伊
東
先
生
、
石

川
先
生
、
関
同
窓
会
総
主
事
を
お

迎
え
し
、
に
ぎ
に
ぎ
し
く
行
わ
れ

た
。

　

長
新
支
部
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
同
窓
会
本
部
を
代
表
し
て
関

総
主
事
、
学
校
を
代
表
し
近
況
報

告
を
兼
ね
て
香
坂
先
生
の
ご
あ
い

さ
つ
の
後
、
太
田
前
支
部
長
へ
同

窓
会
本
部
、
米
沢
支
部
よ
り
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
時

に
勇
退
さ
れ
た
山
口
典
雄
副
支
部

長
、
猪
俣
勇
市
副
支
部
長
へ
も
米

沢
支
部
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

た
。
受
賞
者
を
代
表
し
太
田
前
支

部
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
苦
難

の
四
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

融
和
を
大
事
に
し
た
縦
横
の
同
窓

会
組
織
の
大
切
さ
を
力
説
さ
れ
た
。

　

笹
原
先
生
の
乾
杯
の
後
、
先
生

方
、
会
員
相
互
の
近
況
話
題
に
花

が
咲
き
、
祝
賀
会
も
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
過
ぎ
、
名
残
を
惜
し

み
な
が
ら
再
会
を
約
し
、
古
山
君

の
ス
プ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ク
の
指
揮

棒
に
よ
る
校
歌
斉
唱
、
赤
木
君
の

力
強
い
エ
ー
ル
に
よ
り
幕
を
閉
じ

た
。

　

そ
の
熱
気
は
消
え
ず
二
次
会
に

て
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
、
米
沢
の

暑
い
夜
は
東
北
学
院
一
色
に
染

ま
っ
た
。　
　
　
　

　

〈
柏
崎
記
〉

　

平
成
十
五
年
七
月
二
十
五
日
、

仙
台
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
東
北

学
院
同
窓
会
設
立
百
周
年
を
記
念

し
た
第
二
十
四
回
Ｔ
Ｇ
交
流
カ
ク

テ
ル
＆
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
が
華
や

か
に
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
東
北
学
院

同
窓
会
設
立
百
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
Ｔ
Ｇ
交
流
実
行
委
員

会
が
東
北
学
院
仙
台
同
窓
会
と
共

催
で
開
催
し
た
。
最
初
に
、
仙
台

同
窓
会
会
長
の
若
生
修
氏
（
東
北

Ｔ
Ｇ
史
学
同
窓
会

　

今
年
も
二
〇
〇
三
年
度
Ｔ
Ｇ
史

学
同
窓
会
が
東
北
学
院
同
窓
会
館

で
六
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
遠
山
会
長
の
あ
い
さ
つ
、

金
ヶ
崎
副
会
長
か
ら
会
員
動
向
が

紹
介
さ
れ
、
御
逝
去
さ
れ
た
佐
々

木
慶
市
先
生
、
松
山
国
夫
先
生
、

青
柳
光
太
郎
先
生
へ
参
加
者
全
員

で
黙
祷
を
捧
げ
、
会
務
お
よ
び
会

計
報
告
が
了
承
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

恒
例
の
講
演
会
が
も
た
れ
、
今
年

は
、
会
長
の
遠
山
晋
先
生
が
「
Ｔ

Ｇ
史
学
同
窓
会
創
設
の
頃
」
の
演

題
の
も
と
、
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
先
生

と
の
思
い
出
や
五
十
周
年
祝
歌
や

オ
ラ
ト
リ
オ
（
讃
美
歌
百
二
十
一
）

作
曲
の
「
あ
べ　

せ
い
ぎ
」
先
生

や
口
話
と
手
話
の
混
合
で
大
阪
の

聾
唖
学
校
で
活
躍
さ
れ
た
「
た
か

は
し　

き
よ
し
」
先
生
の
話
を
さ

れ
、
数
々
の
功
績
に
感
服
し
、
加

え
て
、
大
江
先
生
を
介
し
て
、
故

相
澤
源
七
先
生
の
奥
様
よ
り
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
「
再
蘇
菅
復
三

伝
」（
相
澤
源
七
著：

日
曜
随
筆

社
）
が
渡
さ
れ
、
諸
先
輩
方
の
偉

業
を
あ
ら
た
め
て
知
ら
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
か
ら
参
加
い
た

だ
い
た
、
香
坂
先
生
、
平
田
先
生
、

守
屋
先
生
、
石
田
先
生
と
共
に
懇

親
会
が
開
か
れ
、
特
に
、
香
坂
先

生
か
ら
来
年
、
史
学
科
創
設
四
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
日
本
西

洋
史
学
会
、
ア
ジ
ア
学
会
、
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
母
校
の
隆
盛
の
一

　

六
月
二
十
一
日
、
涌
谷
町
の
割

烹
一
里
来
で
涌
谷
支
部
の
設
立
総

会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
母
校
よ

り
副
学
長
の
関
谷
登
教
授
、
就
職

部
長
の
高
橋
彌
穂
教
授
、
中
学
・

高
校
副
校
長
の
松
本
芳
哉
先
生
、

関
寛
同
窓
会
総
主
事
、
大
崎
支
部

か
ら
は
青
田
泰
三
支
部
長
の
五
人

の
来
賓
を
迎
え
、
同
窓
生
二
十
七

人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
は
司
会
者
の
小
畑
義
克
氏

に
よ
る
開
会
宣
言
、
来
賓
紹
介
の

後
、
発
起
人
代
表
の
沢
田
哲
夫
氏

が
支
部
設
立
の
動
機
・
支
部
の
必

要
性
や
経
緯
な
ど
を
あ
い
さ
つ
を

交
え
て
行
っ
た
。

　

来
賓
祝
辞
に
移
り
、
特
に
印
象

に
残
っ
た
の
は
関
谷
副
学
長
の

「
私
は
学
院
出
身
で
は
な
く
東
北

学
院
と
は
無
縁
で
し
た
が
、
外
か

ら
眺
め
て
い
た
学
院
と
、
中
に

入
っ
て
見
た
の
と
の
違
い
に
驚
い

て
い
ま
す
。
東
北
学
院
は
東
北
に

お
け
る
小
さ
な
大
学
で
は
な
く
、

日
本
、
い
や
世
界
的
に
も
有
名
な

大
学
で
あ
る
こ
と
を
知
り
驚
い
て

い
ま
す
…
」
と
い
う
話
だ
っ
た
。

　

議
事
は
涌
谷
支
部
設
立
・
支
部

会
則
・
支
部
役
員
・
そ
の
他
に
つ

い
て
の
議
案
を
満
場
一
致
で
可
決

し
、
め
で
た
く
涌
谷
支
部
誕
生
と

な
っ
た
。

　

懇
親
会
に
入
り
、
写
真
撮
影
の

後
、
菊
地
博
秋
初
代
副
支
部
長
の

名
司
会
の
も
と
、
沢
田
哲
夫
初
代

支
部
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
来

賓
の
あ
い
さ
つ
、
祝
儀
の
紹
介
と

続
き
、
最
長
老
で
顧
問
の
黒
澤
國

雄
さ
ん
の
発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ

懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
同
窓
生
各

人
が
ス
ピ
ー
チ
に
立
ち
、
空
手
部

出
身
は
バ
リ
バ
リ
と
、
コ
ー
ラ
ス

部
出
身
は
鶯
の
よ
う
な
声
で
、
皆

個
性
豊
か
に
学
院
時
代
の
こ
と
、

現
在
の
仕
事
、
趣
味
の
こ
と
な
ど

楽
し
げ
に
、
ま
た
感
動
的
に
話
し

た
。
つ
く
づ
く
約
三
百
人
の
卒
業

生
が
い
る
涌
谷
町
に
支
部
を
創
設

し
、
互
い
に
同
窓
生
と
し
て
知
り

合
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
次
第
。

　

最
後
に
幹
事
に
な
っ
た
元
応
援

団
の
菅
原
憲
美
氏
の
元
気
の
い
い

音
頭
で
声
高
ら
か
に
校
歌
斉
唱
し
、

代
表
幹
事
の
木
村
雄
一
さ
ん
の
閉

会
の
あ
い
さ
つ
で
会
を
閉
じ
た
。

　
　
〈
支
部
長　

沢
田　

哲
夫
〉
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■日　時　平成１５年１０月4日�開演午後6時３０分

■会　場　ラーハウザー記念東北学院礼拝堂

　　　　　（仙台市青葉区土樋一丁目３－１）

■入場希望の方は入場整理券が必要です。

　入場整理券は協賛金（一口　1,000円）にご

　協力していただいた方に配布しております。

■お申し込み・お問い合わせ先

　東北学院同窓会

　〒９８０－８５１１　仙台市青葉区土樋一丁目３－１

　電話０２２－２６４－６４６８　FAX０２２－２１４－０４０４

　E-mail：dousou@staff.tohoku-gakuin.ac.jp

七
十
七
銀
行
Ｔ
Ｇ
会

端
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
最

長
老
の
伊
藤
徳
男
先
生
の
乾
杯
の

御
発
声
を
い
た
だ
き
、
田
中
晴
夫

（
東
北
高
校
教
諭
）
氏
の
司
会
進

行
の
も
と
和
や
か
な
会
と
な
っ
た
。

院
生
諸
君
の
協
力
も
あ
っ
た
こ
と

も
同
窓
会
開
催
に
大
き
な
力
と

な
っ
た
事
も
こ
こ
数
年
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。
旧
制
史
学
科
と
新

し
く
誕
生
し
た
史
学
科
大
学
院
が

や
っ
と
繋
が
っ
た
感
が
す
る
今
日

こ
の
頃
で
あ
る
。
来
年
は
盛
大
な

Ｔ
Ｇ
史
学
同
窓
会
と
な
る
こ
と
を

祈
念
し
て
散
会
し
た
。

　

〈
事
務
局
長　

久
能　

隆
博
〉

高

校

錦

会

　

六
月
十
四
日
、
東
北
学
院
高
校

錦
会
（
昭
和
二
十
八
年
高
校
二
部

卒
四
期
生
の
会
・
佐
伯
亀
吉
会
長
）

の
第
二
十
八
回
・
卒
業
五
十
周
年

記
念
総
会
は
、
東
北
学
院
同
窓
会

館
で
、
田
口
誠
一
前
学
院
長
、
大

木
騏
一
郎
先
生
を
お
迎
え
し
、
会

員
十
四
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

た
。

　

総
会
は
高
橋
克
則
幹
事
の
開
会

の
辞
で
始
ま
り
、
佐
伯
亀
吉
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
次
い
で
議
事
に

入
っ
た
。
土
川
雷
三
副
会
長
か
ら

経
過
報
告
、
清
野
進
幹
事
の
会
計

報
告
が
あ
り
、
来
年
度
の
行
事
予

定
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
役
員

改
選
で
は
佐
伯
会
長
以
下
現
役
員

が
再
任
さ
れ
た
。

　

六
月
二
十
日
、
仙
台
市
内
勝
山

館
「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
」
に

お
い
て
、
毎
年
恒
例
の
七
十
七
銀

行
Ｔ
Ｇ
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
ご
多
用
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
母
校
よ
り
倉
松
功
院
長

　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

和
男
様

氏
家　
　

満
殿
（
平
５
工
応
卒
）

５
月　

日
、
永
眠
さ
れ
た
。

２７

遺
族　

仙
台
市
宮
城
野
区
萩
野
町

　

四
丁
目
三
―
三
三
ダ
イ
ア
パ
レ

　

ス
萩
野
町
五
〇
三

　
　
　
　
　
　
　

氏
家　

江
美
様

青
木　

敬
治
殿
（
昭　

高
卒
）

５４

６
月
６
日
、
永
眠
さ
れ
た
。

遺
族　

仙
台
市
泉
区
南
光
台

　
　
　
　
　
　

三
丁
目
六
―
一
七

　
　
　
　
　
　
　

青
木　

治
郎
様

熊
谷　

信
彦
殿
（
昭　

文
英
卒
）

３０

６
月
８
日
、
永
眠
さ
れ
た
。

遺
族　

塩
釜
市
新
浜
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
―
五
六

　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
信
太
郎
様

飯
田　
　

裕
殿
（
昭　

文
経
卒
）

２８

６
月　

日
、
永
眠
さ
れ
た
。

２４

遺
族　

茨
城
県
岩
井
市
岩
井

　
　
　
　
　
　
　

三
五
三
五
―
五

　
　
　
　
　
　
　

飯
田　

雅
子
様

学
院
同
窓
会
設
立
百
周
年
記
念
事

業
実
施
委
員
長
）
か
ら
記
念
行
事

へ
の
支
援
と
協
力
の
お
願
い
が

あ
っ
た
。
倉
松
功
同
窓
会
会
長
か

ら
は
近
況
報
告
が
さ
れ
、
特
に
東

北
学
院
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
同

窓
生
へ
協
力
の
お
願
い
の
あ
い
さ

つ
が
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
梅
雨
空

で
あ
っ
た
が
七
百
人
以
上
の
参
加

者
が
集
い
、
同
窓
生
の
歌
手
さ
と

う
宗
幸
氏
（
写
真
）
の
歌
と
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
演

奏
な
ど
が
あ
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を

盛
り
立
て
た
。
ま
た
、
記
念
募
金

も
実
施
さ
れ
目
標
を
上
回
る
募
金

が
あ
っ
た
。
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を
は
じ
め
十
三
人
の
先
生
方
と
多

数
の
当
行
先
輩
方
に
ご
臨
席
賜
り
、

例
年
に
も
増
し
て
盛
大
な
懇
親
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
は
じ
め
に
佐
藤

勇
七
十
七
銀
行
Ｔ
Ｇ
会
会
長
か
ら
、

東
北
学
院
同
窓
会
の
設
立
百
周
年

を
お
祝
い
し
て
、
寄
付
金
が
贈
呈

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
新
入
会
員
十

八
人
の
自
己
紹
介
や
、
母
校
の
女

性
合
唱
団
「
キ
ャ
ロ
ラ
ー
ズ
」
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
合

唱
、
恒
例
の
抽
選
会
な
ど
、
楽
し

い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
母
校
の
校
歌
を
全
員
で

斉
唱
し
、
本
会
と
母
校
の
今
後
ま

す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
て
お
開

き
と
な
っ
た
。

を
誇
り
、
会
員
は
百
四
十
六
ヶ
店

あ
る
営
業
店
お
よ
び
本
部
の
主
要

ポ
ス
ト
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

同
窓
生
が
一
同
に
会
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
が
、
年
一
回
の
総
会
・

懇
親
会
で
親
睦
を
図
り
、
ま
た
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
お
互
い
の

健
闘
を
称
え
合
い
、
か
つ
今
後
の

一
層
の
活
躍
を
誓
う
場
と
し
て
大

変
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
微
力
な

が
ら
今
後
と
も
会
員
一
同
一
致
団

結
し
、
東
北
学
院
の
同
窓
生
と
し

て
母
校
の
発
展
に
尽
力
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

通
り
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
 
〈
幹　

事
〉

　

現
在
、
七
十
七
銀
行
Ｔ
Ｇ
会
は
、

会
員
数
四
百
三
人
を
数
え
、
当
行

の
同
窓
会
の
中
で
は
最
大
の
人
数

　

引
き
続
き
大
木
先
生
よ
り
「
東

二
番
町
賛
歌
」
と
題
し
て
、
懐
か

し
い
東
二
番
町
校
舎
に
ま
つ
わ
る

逸
話
と
今
昔
の
姿
な
ど
を
、
ス
ラ

イ
ド
と
大
木
先
生
作
の
短
歌
な
ど

を
交
え
な
が
ら
の
講
演
が
あ
り
、

一
同
五
十
数
年
前
の
学
校
生
活
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
懐
か
し
く

楽
し
い
時
間
を
た
っ
ぷ
り
過
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

小
室
武
男
幹
事
の
司
会
で
懇
親

会
に
入
り
、
佐
伯
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
田
口
先
生
か
ら
母
校

の
近
況
に
つ
い
て
意
義
あ
る
お
話

を
伺
い
、
佐
々
木
虎
勝
氏
の
乾
杯

の
音
頭
で
祝
宴
に
入
っ
た
。
大
木

先
生
か
ら
は
先
ほ
ど
の
ス
ラ
イ
ド

「
東
二
番
町
賛
歌
」
と
母
校
の
小

鶴
地
区
移
転
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
、
互
い
の
近
況
や
思
い
出
話

に
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
、
予
定
時

間
を
延
長
し
て
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
た
。

　

懇
談
の
中
で
、
錦
会
創
立
か
ら

現
在
ま
で
の
歩
み
を
一
冊
に
ま
と

め
た
資
料
を
田
口
先
生
が
ご
覧
に

な
り
、「
記
念
に
な
る
の
で
中
高
校

の
図
書
館
に
寄
贈
し
て
ほ
し
い
」、

と
の
お
話
だ
っ
た
の
で
、
あ
り
が

た
く
お
受
け
し
内
容
を
整
理
し
て

提
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
校
歌
を
今
ま
で
は
三
番

ま
で
し
か
歌
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

大
木
先
生
か
ら
五
番
ま
で
の
歌
詞

が
入
っ
た
メ
モ
を
い
た
だ
き
、
声

高
ら
か
に
「
教
え
の
み
母
よ 
汝
が

こ
こ
ろ
は
地
の
き
わ
み
ま
で
も 

あ
あ
東
北
学
院
」
と
歌
い
上
げ
、

お
互
い
の
健
康
に
気
を
つ
け
て
元

気
で
再
会
す
る
事
を
誓
っ
て
散
会

し
た
。

　
　
　
〈
副
会
長　

土
川　

雷
三
〉

Ｔ
Ｇ
交
流
カ
ク
テ
ル
＆
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
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東
北
学
院
同
窓
会
百
周
年
記
念

東北学院同窓会１００周年記念行事

鈴木雪夫「オクタビアンコンサート」

東北学院同窓会１００周年記念行事
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　開催日時：１１月１４日�開始午前８時

　場　　所：仙台カントリークラブ

　　　　　　（青葉山コース）

　参　加　費：５,０００円（グリーンフィ各自負担）

　申込締切：１０月１５日�

　募集人数：１６０名

����������	


　開催日時：１１月１５日�午後５時

　場　　所：江陽グランドホテル

　会　　費：７,０００円

　申込締切：１０月２４日�

　募集人数：４００名

※いずれも郵便振替で受け付けます。下記宛

　にお申し込みください。折り返し振り込み用

　紙をお送り致します。

■申し込み先

　東北学院同窓会

　〒９８０－８５１１　仙台市青葉区土樋一丁目３－１

　電話０２２－２６４－６４６８　FAX０２２－２１４－０４０４

　E-mail：dousou@staff.tohoku-gakuin.ac.jp


